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直通電話 TEL 0268-27-1758

開館時間 平　　    日 9:00～18:00
　　　　       　　土･日曜日 9:00～17:00

令和5年

9月号上田創造館だより上田創造館だより上田創造館だより上田創造館だより

※各種イベントへの観覧・参加については、お電話でのお問い合わせの他、上田創造館ホームページ、公式Twitterで随時更新して
　　おりますので、ご確認の上、ご参加をお願い致します。

お知らせ ※各種イベントへの事前申込は電話受付限定となる場合がございます。受付時間は指定時間を設けているイベントを除き、
　　午前9時から開始いたしますが、定員になり次第、締切りとさせていただきます。（先着順）

※事前申込のイベントにつきましては、当日参加は出来ませんのでご了承願います。

秋の星座解説同時投映
©さくらプロダクション/日本アニメーション
配給　コニカミノルタプラネタリウム

南十字星に魅せられて南十字星に魅せられて南十字星に魅せられて

ちびまる子ちゃんちびまる子ちゃんちびまる子ちゃん

銀河鉄道999銀河鉄道999銀河鉄道999
赤い星ベテルギウス いのちの輝き赤い星ベテルギウス いのちの輝き

　　星空生解説
　　　　　　＆
キーボード生演奏

当日受付

星空と音楽のコラボレーション企画

9月2日(土) 10：00～11：00
４Ｆ　プラネタリウム室
＊番組の上映はございません。

9月9日(土)　

1F　エントランスホール
◆いろいろな不思議を気軽に体験。

参加無料 参加無料

「月に満ち欠けがあるのはどうして」

当日受付

◆今年の「中秋の名月」は・・・。

 ※時間により投映番組が違いますので、ご確認の上ご来場ください。

【投映場所】 ４階　プラネタリウム室 【投映時間】 約４５分

【投映番組】 11：00～「秋の星座解説」「はびたぶるぞ～ん」

 15：00～「秋の星座解説」「ちびまる子ちゃん」

【料　　　　金】一般260円/高校・大学生210円/小・中学生110円
（20名以上団体割引有）

＊土曜日は上田市・東御市・青木村・長和町の小中学生と
  その保護者は無料（小中学生1名につき保護者1名）

【投映日時】 土 曜 日 13：30～/15：00～ 

 13：30～「秋の星座解説」「銀河鉄道999」

9月30日（土）より通常投映となります。

日・祝日11：00～/13：30～/15：00～

©松本零士／零時社・東映アニメーション

秋の星空の動き秋の星空の動き

おもしろ・ふしぎ体験広場

９月16日（土）～18日（月）９月16日（土）～18日（月）

9月23日（土）～２4日（日）9月23日（土）～２4日（日）

はびたぶるぞ～んはびたぶるぞ～ん

赤赤赤赤赤

　　　子
どもも

　　　　
大人も

　　全
員無料☆

【投映時間】土 曜 日 13：30～/15：00～
               日・祝日 11：00～/13：30～/15：00～

秋のプラネタリウム
   特別無料投映
秋のプラネタリウム
   特別無料投映

9

事前申込

週末の理科室

定員12名4F　科学実験室10月21日(土) ９：３0～11：３0
上田市・東御市・青木村・長和町の小中学生
協力：宇宙航空開発研究機構（ＪＡＸＡ）宇宙教育センター

コズミックカレッジコズミックカレッジ 「空力翼艇を作ろう」
くうりきよくてい

●電話申込：10月18日（水）までに電話申込

◆空力翼艇のスライドする原理や特徴は大空を飛ぶ
　　飛行機と共通しています。空力翼艇を作りながら、
　　飛行機の翼の形を理解して、楽しく飛ばしてみましょう。

1３：３0～1５：00

当日受付9月13日(水)　
4F　プラネタリウム室

参加無料ベビープラネタリウムベビープラネタリウム
10：00～10：30

0歳児（1ヶ月検診終了後）～3歳までのお子さん
または妊婦さんとその家族
◆その日の夜の星空&ヒーリング的な音楽を中心に演奏します。

参加無料

円

と

おもしろ ふしぎ体験広おもしろ ふしぎぎ体験広場

〈活動の様子〉

　　旧暦の8月15日の夜（十五夜）に見える月を「中秋の名月」と呼びます。今年の
中秋の名月は､９月２９日がその日になります。中秋の名月は必ずしも満月であると
は限りませんが、今年は満月です。秋の収穫に感謝して、お月見団子を作ったり
ススキを飾ったりして名月を楽しみたいですね。９月は、夜空を移動していく月と、
その近くに見える天体にも注目してみましょう。今年の木星は、明るい星の少ない
秋の星座の領域にあり、とてもよく目立っています。9月4日には、半月よりも少し
ふくらんだ下弦前の月が木星の近くに見えます。日付が変わり、5日の夜明け前
の空では、月と木星は南の空の高い位置まで移動しています。９月２日（土）星空と
音楽のコラボレーション企画は「月に満ち欠けがあるのはどうして」と題して、私たち
にとって宇宙の中で一番身近な月のお話です。どうぞお出かけください。


